




























































下顎骨については，北海道縄文人の下顎枝の幅が広いことが示されてきた［Kaifu, 1995; 前田 , 
2002］。前田は，下顎枝幅が東北，関東，東海，中国，九州ではほとんど変化がないが，北海道では
男女とも有意に大きいことを示し，下顎枝には咀嚼筋が付着すること，北海道縄文人の海産哺乳類
への食性の依存の高さ［南川 , 1995］や齲歯率の低さ［大島 , 1996］ともあわせて，食生活をはじめと
した生活様式が本州や九州と異なっていた北海道では，このような幅広な下顎枝が形成されたので
はないかと考察した。











間の距離を平均すると，縄文人男性では 8.64 となり，対応する現代日本人男性の平均距離 3.25 より
















第 208集  2018年 3月
より広く，北海道，東本州（東北＋関東），西日本（中国地方＋九州）縄文人の間でスミスの距離
を比較した百々らは，統計的に有意な差を認めず，縄文人は比較的均一な集団であったと指摘した
［百々 他 , 2012］。
歯の形態については，松村が，九州を除く 5地域間の比較で，北海道縄文人の歯冠サイズとプロ






















































グループ 略号 総数 n（女） n（男）
北海道縄文 HokJ 38 23 15
北海道続縄文 HokZ 27 6 21
東北 Toh 100 42 58
関東 Kan 188 76 112
中部 Cbu 195 75 120
近畿 Kin 28 13 15
中国 Cgk 86 38 38
九州 Kyu 57 24 33






















して表される。このモデルによると，集団 i の期待されるヘテロ接合度 E（Hi） は全体集団のヘテロ









































を図 2に示す。7地域の縄文集団間の固定示数（地域間変異を示す）は Fst = 0.042 （SE = 0.0095） と
なり，地域内の変異 （= 1 ‒ Fst = 0.957） に比べ地域間の変異は圧倒的に小さい。すなわち頭骨形態
の変異のうち，95％以上は地域内の変異であり，地域間の差は 5％に満たないが，この 7地域間の
差は統計的には有意となる。図 2（a）は地域間の距離行列を主座標分析し 2次元に布置したもので
ある。第 I軸は全体の変異の 72.0％，第 II 軸は 21.0％，合計で 93％の変異を表している。この 2次
元布置では，中国地方と九州が逆転するもののおよそ第 I軸に沿った南北の地理的クラインが見て
取れる。また，全体の重心（この図の原点）から九州縄文人と中国縄文人が離れていることがわか































グループ 略号 GOL BNL XCB BBH BPL ZYB NPH Cmod XCB.GOL UFmod
北海道縄文 HokJ 179.3 101.7 142.7 136.1 99.3 135.5 62.2 151.8 79.4 98.6 
北海道続縄文 HokZ 181.3 105.0 140.3 138.2 103.3 134.0 67.0 152.7 77.4 101.6 
東北 Toh 174.1 99.3 137.8 134.6 97.5 131.4 60.3 148.8 79.1 96.8 
関東 Kan 175.8 100.4 139.7 134.3 98.0 136.0 63.6 150.6 79.4 98.3 
中部 Cbu 175.9 100.2 141.0 134.3 95.2 132.3 62.8 150.4 79.7 96.7 
近畿 Kin 174.0 96.3 142.7 131.3 98.2 132.5 61.8 149.5 82.0 98.9 
中国 Cgk 175.5 96.7 140.7 129.3 95.7 133.1 63.0 148.8 80.5 97.8 
九州 Kyu 177.4 98.2 140.2 132.5 95.2 129.4 66.0 149.6 79.2 96.8 
沖縄 Oki 171.0 96.0 141.0 132.0 96.0 121.0 59.0 145.3 82.6 92.7 
ANOVA（prob） 0.005** 0.012 0.013 0.013 0.418 0.001** 0.009** 0.149 0.102 0.6 
多重比較（1%有意） NS NS NS NS NS HokJ-Oki NS NS NS NS
Kan-Oki
Male
グループ 略号 GOL BNL XCB BBH BPL ZYB NPH Cmod XCB.GOL UFmod
北海道縄文 HokJ 184.9 102.5 146.0 142.0 101.2 145.1 66.2 156.6 78.2 104.2 
北海道続縄文 HokZ 188.4 110.1 142.6 143.9 108.1 142.1 70.1 158.6 75.7 107.0 
東北 Toh 183.5 104.8 143.5 140.5 101.1 141.2 66.5 155.5 78.4 103.3 
関東 Kan 183.4 105.0 143.6 139.8 101.5 141.1 67.6 155.8 78.4 104.0 
中部 Cbu 182.1 103.0 144.2 137.9 100.4 139.5 65.0 153.6 79.4 102.7 
近畿 Kin 182.0 104.4 145.0 137.0 99.8 144.4 66.4 154.6 80.2 104.7 
中国 Cgk 184.0 103.2 144.6 135.8 101.3 139.6 68.9 154.9 78.7 103.7 
九州 Kyu 183.4 102.7 143.4 135.0 100.5 142.9 68.2 153.2 78.3 105.0 
沖縄 Oki 176.1 102.0 143.0 137.0 106.0 138.0 63.5 150.3 81.2 na
ANOVA（prob） 0.000** 0.010** 0.746 0.001** 0.035 0.339 0.002** 0.009** 0.004** 0.16



























population r（ii） Observed Expected Residual SE T value*
HokJ 0.0532 1.092 0.946 0.147 0.138 1.065 
Toh 0.0436 1.013 0.955 0.058 0.080 0.722 
Kan 0.0000 1.074 0.999 0.075 0.067 1.118 
Cbu 0.0111 0.863 0.988 -0.125 0.153 -0.817 
Kin 0.0027 1.089 0.996 0.093 0.143 0.652 
Cgk 0.1144 0.876 0.884 -0.008 0.079 -0.101 
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Phenotypic variation of Jomon population can be interpreted in terms of formation of its population 
structure. Because the population structure is an outcome of the population history, regional variation 
can reflect the formation process of the Jomon population by considering it as the mixture of expansion 
of an initial population with the extrinsic influence of hypothetical immigrants. This paper analyzes the 
regional variation of Jomon population using craniomatric data. Results indicate that the Jomon skulls 
exhibit geographical cline along the Japanese archipelago, and that each region possesses different popu-
lation histories with their local backgrounds. The following speculation can be made with caution, the 
process of Jomon formation seemed to be centered out of West Japan (Chugoku nor Kyushu regions), 
Kyushu Jomon could have a small-sized and isolated population history, and that of Hokkaido Jomon could 
have been deeply rooted or partially affected by extrinsic immigrants.
Key words: Jomon, skull, regional variation, R-matrix
KONDO Osamu
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加曽利北 1 2 千葉県 中・後期 貝塚 小片保 1968 人骨の所見 加曽利貝塚I 武田宗久（編）　中央公論美術出版 49-52 住居址内埋葬
誉田高田 2 千葉 後期 貝塚 池田次郎 1957 千葉県誉田高田貝塚出土の人骨について 人類学輯報 18 355-364 再埋葬か
姥山 26 26 千葉 中・後期 貝塚 Kondo O 1994 Mohphometric data on the skulls of Ubayama shell-mounds Anthropological Science 101 333-360
中部 本刈谷 2 1 愛知 晩期 貝塚
江原昭善 1989 本刈谷貝塚　人骨 刈谷市史　第5巻　刈谷市教育委員会 624-634 盤状集積墓アリ
江原昭善，渡辺毅 1972 人骨測定 本刈谷貝塚　愛知県刈谷市教育委員会 95-103 上と重複データチェック
北村 16 22 長野 中期・後期 茂原信生 1993 人骨の形質 北村遺跡　中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書11 259－402
伊川津 16 15 後期・晩期
江原昭善，松本真，木下実 1988 出土人骨の形質 伊川津遺跡　渥美町埋蔵文化財調査報告書4 343-394
鈴木尚，遠藤万里，寺沢俊男 1972 愛知県伊川津貝塚の人骨 伊川津貝塚　渥美町教育委員会 171-179
鈴木隆雄，藤田尚，史常徳，西本豊弘 1995 人骨 伊川津遺跡1992年度調査　渥美町埋蔵文化財調査報告書7 82-91
林ノ峰 1 3 愛知 後期 貝塚 江原昭善 1989 林ノ峰貝塚出土人骨 愛知県知多郡南知多町林ノ峰貝塚II　南知多町文化財調査報告書第七集 12-28
羽沢 1 3 岐阜 晩期 貝塚 池田次郎，多賀谷昭 2000 岐阜県羽沢貝塚出土の縄文時代人骨 羽沢貝塚発掘調査報告書　南濃町文化財調査報告書第6冊 155-174
泊洞穴 1 富山 （縄文らしい）洞穴 小片保，加藤克知，六反田篤 1989 富山県氷見市泊洞穴から出土した人骨の形質について 人類学雑誌 97 353-372
真脇 1 石川 前期 山口敏 1986 人骨 石川県能都町　真脇遺跡 339-345
室谷 1 新潟県 前期 洞穴 小片保 1962 越後国室谷洞窟人骨所見 人類学雑誌 70 87-104
蜆塚 3 4 静岡 後期・晩期 貝塚
鈴木尚，遠藤万里，高橋彬 1960 蜆塚遺跡の人骨－第三次発掘－ 蜆塚遺跡第三次発掘調査報告書 273-288
鈴木尚，遠藤万里，寺沢俊男 1962 蜆塚遺跡第四次発掘の人骨 蜆塚遺跡発掘調査報告書総括編 118-139
平井隆 1928 静岡県浜名郡入野村字蜆塚貝塚より発掘せる三頭蓋骨に就て 人類学雑誌 43 197-216 3体
佐渡藤塚 1 新潟 中期 貝塚 小片保，森本岩太郎，本間隆平 1969 人骨所見 佐渡藤塚貝塚　立教大学博物館学研究室調査報告7 33-37
西ノ宮 1 愛知 晩期 貝塚 島五郎 1968 半田市西の宮貝塚出土人骨について 半田市誌資料編I 93-95
川地 1 愛知 後期・晩期 貝塚 毛利俊雄，木下實 1993 人骨 愛知県渥美郡渥美町川地遺跡　渥美郡埋蔵文化財調査報告6 32－35
西貝塚 2 静岡 後期・晩期 貝塚 鈴木尚，佐倉朔，遠藤万里 1961 人骨の調査 西貝塚　静岡県磐田市教育委員会 82-92
七五三掛 3 長野 後期・晩期 洞穴 田中和彦 2003 長野県七五三掛遺跡出土の縄文時代人骨
Anthropological Science Japanese 
Series 111 69-85 盤状集積墓か？？
小竹貝塚 9 21 富山 前期 貝塚 坂上和弘，河野礼子，茂原信生，溝口優司 2014 形態分析
小竹貝塚発掘調査報告　第三分冊　
人骨分析編 24－258



























日下 1 1 大阪 晩期 ？ 多賀谷昭 1983 日下遺跡出土の人骨について 千手寺・日下遺跡発掘調査概報　東大阪市教育委員会 52-57
国府 11 9 大阪 前期・晩期・弥生中期 貝塚
清野謙次，宮本博人 1926 国府石器時代人人骨の人類学的研究 人類学雑誌 41 339-381 晩期か？




粟津湖底 1 滋賀 中期 貝塚 片山一道，米田穣 1997 粟津湖底遺跡で出土した縄文時代中期の人骨
粟津湖底遺跡第3貝塚（粟津湖底遺跡
I）　滋賀県教育委員会 406-413 水没貝塚
中国 太田 8 24 広島 ？ 貝塚 今道四方爾 1933 太田貝塚人人骨の人類学的研究 人類学雑誌 48 suppl 161-288
豊松堂面 2 2 広島 後期 洞穴






阿津走出 1 岡山 後期・晩期 ？ 池田次郎，川中健二 1988 阿津走出遺跡出土の縄文時代人骨 本州四国連絡橋陸上ルート建設に伴う発掘調査　岡山県教育委員会 611-618 抱石葬
粒江 5 6 岡山 ？ 貝塚
長谷部言人 1941 備前粒江貝塚人骨 人類学雑誌 56 529-533
平井隆 1928 備前国児島群粒江村貝塚より発掘せる石器時代人頭蓋骨の人類学的研究 人類学雑誌 43 281-308
羽島 3 2 岡山 ？ 貝塚 長谷部言人 1941 備中羽島貝塚人骨 人類学雑誌 56 607-645
大橋 1 岡山 中期 貝塚 池田次郎 1979 大橋貝塚出土の人骨について 岡山県埋蔵文化財報告9　岡山県教育委員会 110-115
津雲貝塚 19 13 岡山 貝塚 清野謙次，宮本博人 1925 津雲貝塚人人骨の人類学的研究－第二部頭蓋骨の研究 人類学雑誌 41 95-208























御領 1 5 熊本 晩期 貝塚












国立科学博物館専報 30 185-198 轟17のデータ
桑原飛櫛 1 1 福岡 後期 貝塚 中橋孝博 1996 桑原飛櫛貝塚出土の縄文人骨 桑原遺跡群2－飛櫛貝塚第1次調査－　福岡市教育委員会 81-95
立石 3 1 大分 後期 貝塚 内藤芳篤 1974 人骨 立石貝塚　宇佐市大字立石所在の縄文時代貝塚　大分県教育委員会 39-45
五島白浜 1 長崎 晩期 貝塚 松下孝幸，分部哲秋 1980 五島・白浜貝塚出土の縄文晩期人骨 白浜貝塚　福江市文化財調査報告書第2集 120-133 合葬
阿高 8 11 熊本 中期 貝塚








































松野茂，地後井泰弘，永田忠寿 1967 肥後国上益城郡嘉島村六嘉かきわら貝塚出土人骨について 熊本医学会雑誌 41 41-52 4体




沖縄（琉球） 摩文仁ハンタ原 6 11 沖縄 後期（相当） 岩陰（集骨） 松下真美，松下孝幸 2011
沖縄県糸満市摩文仁ハンタ原遺跡出
土の縄文人骨（2）
土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム
研究紀要 6 28-50
